
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 瑞浪市立稲津幼児園 

実 施 期 間 平成２５年１１月 ２日（土） 

実 施 概 要 
 

 ≪家族参観≫「家族と一緒に作り遊びを楽しもう」 

未満児・・・・「動くおもちゃを作って、お家の人と一緒に遊ぼう」 

3歳児、4歳児・・「粘土と自然物でケーキや、花瓶、鉛筆立て,その他好きなものを作ろう」 

5歳児・・・・・「竹馬つくり＆出来たらとお家の人一緒にのってみよう」 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  ■自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者            １０７人  
   計 １１２   人 

地域関係者                ５人 

実 施 状 況 
 

≪竹馬つくり：5歳児≫ 

＊地域のシルバーさんが事前に竹を切り出して、長さをそろえ、枝をはらい、節をき
れいに削って準備して下さった。参観日当日も、作り方の説明や、お手伝いをして
下さった。 

＊地域の方々のおかげで、素敵な“自分の竹馬”ができた。事前準備から大変な作業
をして下さった事を参観時に話し、親子でお礼を言った。 

＊その後、親子で竹馬にチャレンジした。上手に乗れる親さんもあり、子どもたちも
「すごーい」と言いながら見て、刺激になった。 

≪家族と作り遊び：その他の年齢≫ 

＊未満児は、廃材等を使ったボーリングピンと柔らかいボールを作り、その後、ボー
リング遊びをした。 

＊3，4歳児は新種の紙粘土と、どんぐりなどの自然物を使い、思い思いの作品を作っ
た。親子でじっくり話し合い、粘土の柔らかい感触を楽しみながら、ゆったりと作
り遊びをすることが出来た。 

成果及び課題 
  

   

≪成果≫ 

＊平素から畑の栽培活動、山での活動など地域の方々に大変お世話になっている。今
回も地元シルバーさんが１か月以上前から準備を始めて下さり、当日も教えて下さ
ったことで、竹馬つくりが出来た。買ってしまえば簡単に手に入るが、親子で苦労
して作る事で愛着がわき、物を大切にしたり、毎日チャレンジしようとする意欲に
つながったりしていると思う。多くの子が乗れるようになった。又、親子での活動
は良い思い出、良い親子関係つくりになったと感じる。 

当日、地域の方々に親子で感謝の気持ちを伝える事ができよかった。 

＊“家族参観”として土曜日に開催したことで、普段子育てにあまり関われないと思
われるお父さんの参加も多かった。兄弟の参加も多く、家族そろって、いろいろ相
談しながら、作り遊びを楽しむことが出来た様子。出来上がった作品は、とてもよ
い思い出の品となり、お家に大事に飾ってあるという話がたくさん聞かれた。 

≪課題≫ 

＊子ども用竹馬にちょうど良い竹がなくなってきているとの事。使用する素材を変更
する、参観内容を変えるなど、考えていく時期に来ている。 

 
 


